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No.781
地域で活躍する若手農業者に贈られる
｢矢野賞」を受賞

日笠 靖十郎さん（上田邑）
養豚経営に携わろうと思ったきっかけは？
　16歳の時に留学したドイツで、牛や豚を飼う農家の手伝
いをしました。毎月行われる直売で、お客さんがいろいろと
話し掛けてくれ、自分が生産したものへの評価が直接聞ける
面白さを体験しました。その後、進学した東京の大学で自分
と同じ農家出身の友人に囲まれて勉強する中で、農業の面白
さや厳しさなど、さまざまな刺激を受け、養豚経営に携わり
たいと思うようになりました。
養豚経営を始めて、苦労した思い出は？
　環境に関する法律が見直され、ふん尿の処理方法を変える
必要に迫られました。床に敷き詰めたもみ殻などにふん尿を
吸着させて処理する昔ながらの環境に優しい方法を取り入れ
ることにしました。衛生的な環境を作るため、もみ殻を敷き
詰める高さや１頭当たりの飼育面積を変えるなど試行錯誤し
ました。｢何事も経験することが大切」という父の考えから、
改良した豚舎は、設計・基礎作り・建材の溶接など、すべて
自分で行ったため、苦労の連続でした。
直売にこだわる理由は？
　お客さんの顔が見えないインターネットでの販売はしてい
ません。店に来られるお客さんからの味や品質などに対する
反応を参考にして、より良いものを作るよう努力しています。
その結果、おいしいものができると、お客さんは満足してく
れます。そして、再び店を訪れたり、知り合いに教えたりし
てくれ、輪が広がっていきます。店とお客さんが互いに喜べ
る関係を大切にしたいと思っています。
地域の若手農業者と取り組んでいきたいことは？
　マルシェなど消費者と農業者が直接話すことができる直売
の機会を増やしたいです。消費者の皆さんと一緒においしい
農産物を作り、地域の農業を盛り上げていきたいです。
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　高校在学中にドイツに留学するなど
して養豚への見識を深める。｢津山黒
豚」の生産から販売を行う家業に携わ
り、独自の飼育方法を実践。若手農業
者が協力して地域課題に取り組む仕組
み作りや、高校で食品加工を教える社
会人講師など、地域の農業活動でも中
心的役割を担っている。その功績が認
められ、10月に県内で農業振興や農村
の活性化に貢献する若手農業者に贈ら
れる「矢野賞」を受賞した。39歳。
※矢野賞＝第一生命保険株式会社の創立者で、
岡山県の農業教育に貢献した矢野恒太さん
（岡山市出身）の業績を顕彰する矢野恒太
記念会が設立した賞。今回の受賞は３人。

この事業は環境に配慮したカーボンオフセット事業です

❹
12･13
14
23
24

❷
市からのお知らせ(年末年始の公共サービス ほか）
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん(平成30年12月生まれ）
けいじばん
津山の歴史  あ･ら･か･る･と(改革への険しい道のり）
注目！今月の津山人(日笠靖十郎さん）

のびのび育つ 津山っ子 笑顔いっぱいで遊んでいます
 つやま東幼稚園・つやま西幼稚園

10月5日㈯ ラモスカップ in津山
少年サッカー大会
津山陸上競技場（志戸部）




